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特別会計予算額
▲印 減

会計名称 予算額（当初） 増減率(％)

国民健康保険 18億606万円 ▲15.7

後期高齢者医療 4億9159万円 0.7

介護保険 22億6475万円 ▲0.9

介護サービス事業 1002万円 18.0

簡易水道事業 11億645万円 38.7

農業集落排水事業等 3406万円 9.6

下水道事業 4億4033万円 ▲2.9

下部奥の湯温泉事業 663万円 42.0

その他12財産区 412万円 5.1

合　　計 61億6401万円 ▲0.8

一般会計当初予算に計上された主な事業
事業名 事業費 内容説明

防災備蓄品整備事業 2480万円 備蓄食料、飲料水、簡易トイレ、毛布など購入配置

観光資源魅力アップ事業・トイレ整備 2000万円 公共施設トイレ改修、22施設86箇所

しだれ桜の里整備・植栽等事業 2300万円 園路整備、低木植栽、苗木配付、防止柵設置など　

みのぶ自然の里運営事業 2300万円 NPO法人身延観光センターへの指定管理料　

起業支援・事業所誘致 1050万円 町内で起業する人への支援、200万円×5件を予定

地域おこし協力隊 2830万円 あけぼの大豆・自然の里へ派遣　計6人

移住定住の促進事業 1184万円 転入者等各種祝金制度、移住コーディネーター人件費

社会資本整備交付金事業 1億7660万円 橋梁修繕、橋梁・トンネル点検他

保育所、小中学校支度金 690万円 保育所15,000円 小学校30,000円 中学校60,000円（1人あたり）

町内小中学校給食無料化 2935万円 小学校358人、中学校176人全員対象

教育の質的向上事業 2988万円 外国語指導者派遣、タブレットのリース

身延小学校校舎整備事業 6618万円 校舎改修、プール改修

スクールバス運行事業 1億4893万円 町内小中学校児童生徒送迎

木喰展関連事業費 3784万円 現代工芸美術館展示にかかる経費、展示品運搬、広告経費他

テニスコート改修事業 5968万円 甲南テニスコート2面、町民テニスコート2面　計4面

　第1回月定例会は、3月2日から19日までの18日間の会期で開かれた。
　今定例会では、予算の審議を中心に、町長から提案された30年度一般会計及び特別会計予算をは
じめ、29年度補正予算、条例の制定・一部改正などの議案46件について審議し、全員賛成または賛
成多数によりすべての議案を原案通り可決した。また、追加提案された教育長の任命についても、賛
成多数により同意した。
　なお、3月5日・6日の一般質問では9人の議員が登壇し、町政全般にわたり活発な質疑が展開され、
町当局の考え方を問いただした。

平成30年度予算などを可決
第1回定例会



身延町議会だより3

83億1070万円平成30年度
一般会計予算

歳入合計
83億1070万円

地方交付税
43.5%
36億2000万円

②分担金及び負担金
　1.0%　8080万円

⑤諸収入1.2%　1億238万円

③使用料及び手数料
　1.1%　8782万円

町債
14.6%
12億1430万円

国庫支出金
6.4%　5億3457万円

地方消費税交付金
2.5%　2億1220万円

●自主財源科目（赤色部）
　①町税
　②分担金及び負担金 
　③使用料及び手数料 
　④繰入金
　⑤諸収入
　⑥繰越金・その他
＊自主財源比率：25.7%
＊依存財源比率：74.3%

①町税　16.2%
　13億4348万円
①町税　16.2%
　13億4348万円

⑥繰越金・その他
　2.1%　1億7167万円

地方譲与税
0.9%　7180万円

④繰入金　4.2%　3億4644万円交付金　0.7%　5450万円

歳出合計
83億1070万円

民生費　26.2%
21億7713万円

総務費　21.3%
17億7035万円

土木費　9.7%
8億237万円

教育費　13.4%
11億1295万円

衛生費　10.9%
9億545万円

公債費
6.2%　5億1816万円

消防費
2.3%　1億9060万円

商工費
1.3%　1億724万円

その他
3.8%　3億2258万円

議会費
0.9%　7258万円

農林水産業費
4.0%　3億3129万円

県支出金
5.6%
4億7074万円

※グラフ中の％は構成比を表す。       
※数値は端数を処理してあるため、合計が一致しない場合があります。
※詳細は平成30年度「町の予算の使い道」が発行されますのでご覧ください。 

[自主財源]町税、分担金および負担
金、使用料および手数料、財産収入、
寄附金、繰越金等、町が自主的に収入
できる財源。自主財源の比率が高いほ
ど、自主的な財政運営ができることと
なる。
[依存財源]地方譲与税、地方交付税、
国庫支出金、町債等、国や県に依存す
るかたちで調達する財源。

対前年度比0.4％増
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伊藤　達美 議員 一 般 質 問
問　

な
か
と
み
和
紙
の
里
は
集
客

施
設
だ
と
考
え
て
よ
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

設
置
の
目
的
は

西
嶋
和
紙
の
振
興
に
あ
る
。

　
　

都
市
と
の
交
流
を
進
め
る
と

い
う
観
点
か
ら
は
誘
客
を
担
う

施
設
の
１
つ
で
あ
る
。

問　

中
部
横
断
道
が
２
年
後
に
は

新
東
名
高
速
の
清
水
ま
で
開
通

す
る
予
定
だ
が
、
静
岡
方
面
か

ら
の
集
客
策
は
。

生
涯
学
習
課
長　

静
岡
県
を
含
む

中
京
圏
か
ら
の
誘
客
に
向
け

て
、
観
光
課
と
連
携
し
て
誘
客

活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

問　

和
紙
の
里
オ
ー
プ
ン
か
ら
20

年
が
経
過
し
た
。
中
長
期
的
な

運
営
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
対
す
る
考
え
方
は
。

町
長　

設
置
の
目
的
を
も
十
分
勘

案
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
町
の

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ

て
い
く
か
、
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
民
間
活
力
の
導
入
等

も
含
め
て
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。

問　

旅
行
代
理
店
等
と
の
提
携

は
。

観
光
課
長　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
は
、
集
客

に
関
し
て
す
で
に
協
力
関
係
に

あ
る
。
桜
の
時
期
に
は
、
身
延

山
観
光
協
会
と
誘
客
に
つ
い
て

連
携
す
る
。

問　

こ
れ
か
ら
先
、
経
営
が
厳
し

く
な
っ
た
と
き
、
財
政
的
な
補

て
ん
を
考
え
る
か
。

観
光
課
長　

専
門
家
か
ら
指
導
を

受
け
、
早
期
に
黒
字
経
営
に
で

き
る
よ
う
、
事
業
展
開
を
進
め

る
。

問　

29
年
度
の
６
次
産
業
化
の
事

業
の
内
容
は
。

産
業
課
長　

栽
培
調
査
の
実
施
、

枝
豆
収
穫
体
験
等
の
実
施
、
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
開
発
、
新
商
品

開
発
等
に
取
り
組
ん
だ
。

問　

６
次
産
業
化
の
最
終
的
な
目

標
と
は
。

産
業
課
長　

６
次
産
業
組
織
の
設

立
に
よ
る
雇
用
の
創
出
と
農
家

の
所
得
向
上
を
目
指
す
。

問　

29
年
度
雇
用
を
さ
れ
て
い
る

隊
員
の
概
要
は
。

政
策
室
長　

あ
け
ぼ
の
大
豆
６
次

産
業
化
事
業
で
２
人
、
み
の
ぶ

自
然
の
里
事
業
で
１
人
、
計
３

人
が
活
動
し
て
い
る
。

問　

協
力
隊
の
最
終
的
な
目
標

は
。

政
策
室
長　

起
業
支
援
や
就
職
先

の
斡
旋
な
ど
に
よ
り
移
住
・
定

住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

町
が
主
導
す
る
形
で
各
種

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
構
築
、
再

編
成
が
で
き
な
い
か
。

政
策
室
長　

各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

管
理
者
と
情
報
交
換
を
行
い
、

利
用
者
に
的
確
な
情
報
を
提
供

し
て
い
く
。

問

答

民
間
活
力
の
導
入
等
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

「
な
か
と
み
和
紙
の
里
」の
中
長
期
的
な
運
営
は

ここが聞きたい！

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の

活
用
の
方
途

身
延
町
に
お
け
る
各
種
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
整
備

「
み
の
ぶ
自
然
の
里
」の
運
営

あ
け
ぼ
の
大
豆
６
次
産
業
に

向
け
た
取
り
組
み

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行

が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域

外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、

そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と

で
、
意
欲
あ
る
都
市
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
取
組
で
す
。 

　

具
体
的
に
は
、
地
方
自
治
体
が

都
市
住
民
を
受
入
れ
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
一

定
期
間
以
上
、
農
林
漁
業
の
応

援
、
水
源
保
全
、
監
視
活
動
、
住

民
の 

生
活
支
援
な
ど
の
各
種
の

地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
当
該
地
域
へ
の
定

住
・
定
着
を
図
る
意
欲
的
な
取
組

で
あ
る
。
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問　

町
長
の
思
い
が
反
映
さ
れ
る

予
算
で
あ
る
と
思
う
が
、
30
年

度
予
算
に
お
け
る
政
策
的
重
点

項
目
は
。

町
長　

私
は
「
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た　

育
っ
て
よ
か
っ
た　

住
ん

で
よ
か
っ
た
身
延
町
」
を
目
指

し
、
７
つ
の
実
施
項
目
を
掲
げ

た
。

　
　

中
で
も
子
育
て
支
援
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
給
食
費
の
完

全
無
料
化
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
す
る
町
営
温
泉
施
設
の

無
料
券
の
配
布
、
区
要
望
に
よ

る
道
路
改
良
舗
装
お
よ
び
水
路

改
良
、
各
地
区
の
道
路
維
持
な

ど
。

　
　

そ
し
て
、
地
域
防
災
計
画
、

事
業
継
続
計
画
の
策
定
や
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
新
受
信
機
の
設
置
、

教
職
員
の
多
忙
化
改
善
対
策
と

し
て
各
学
校
へ
の
複
合
化
事
務

機
の
導
入
、
身
延
小
校
舎
改
修

お
よ
び
屋
外
プ
ー
ル
の
改
修
、

甲
南
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
身
延
中

が
部
活
動
で
利
用
し
て
い
る
身

延
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
全
面
を

全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
改

修
す
る
。

　
　

以
上
、
総
合
戦
略
の
関
連
施

策
を
確
実
か
つ
効
果
的
に
実
施

し
て
、
人
口
減
少
に
少
し
で
も

歯
止
め
が
か
か
る
よ
う
に
努
め

る
。

問　

決
算
審
査
に
お
け
る
事
業
評

価
結
果
を
踏
ま
え
、
30
年
度
予

算
編
成
へ
の
反
映
状
況
は
。

財
政
課
長　

28
年
度
の
決
算
審
査

に
お
け
る
審
査
の
意
見
、
指
摘

事
項
で
は
各
事
業
や
補
助
金
等

に
つ
い
て
一
定
の
評
価
を
頂
い

た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、
各
種
事
業
の
必
要

性
、
緊
急
性
、
投
資
効
果
等
を

十
分
に
検
討
す
る
必
要
性
を
問

わ
れ
て
い
る
。

　
　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

町
長
か
ら
十
分
に
意
見
・
指
摘

事
項
を
念
頭
に
置
い
て
作
成
す

る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

　
　

ま
た
、
事
務
事
業
事
前
評
価

検
討
会
に
お
い
て
も
各
種
事
業

の
必
要
性
、
緊
急
性
、
投
資
効

果
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
予

算
査
定
に
お
い
て
事
業
財
源
等

の
検
討
を
行
い
、
予
算
に
反
映

し
た
。

問　

人
口
減
少
を
い
か
に
食
い
止

め
、
人
口
増
加
と
定
住
化
促
進

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
経
営
に
は
不
可

欠
で
あ
り
、
重
視
す
べ
き
政
策

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
は
。

町
長　

本
町
の
人
口
減
少
は
、
人

口
構
造
か
ら
も
一
朝
一
夕
に
は

止
め
ら
れ
な
い
が
、
本
町
に
訪

れ
る
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と

で
、
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

総
合
戦
略
に
基
づ
き
豊
富
な

観
光
資
源
を
活
用
し
て
事
業
展

開
を
す
る
こ
と
で
町
内
で
の
消

費
を
も
た
ら
し
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
所
得
向
上
や
、
ひ
い
て

は
町
の
税
収
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
地
域
経
済
の
好
循
環
が
生

ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

人
口
の
増
加
策

問

答

町
内
中
小
企
業
等
の
受
注
機
会
の
拡
大
、確
保
に
努
め
る

30
年
度
予
算
、ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
た
の
か

野島　俊博 議員

一 般 質 問

決
算
審
査
の
反
映
状
況

【
そ
の
他
の
質
問
】

＊
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）

　
　
　
　
　
　

策
定
に
つ
い
て

●
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は

　
　

業
務
継
続
計
画
は
、行
政

が
被
災
し
資
源
制
約
下
で

あ
っ
て
も
災
害
対
応
等
の
業

務
を
適
切
に
行
う
た
め
の
も

の
で
あ
り
、あ
ら
か
じ
め
策

定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
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問　

山
間
地
域
の
集
落
で
は
鳥
獣

害
被
害
が
深
刻
で
、
営
農
意
欲

の
減
退
を
招
い
て
い
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

産
業
課
長　

身
延
町
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
に
基
づ
き
、
電
気
柵
、

防
護
柵
設
置
に
関
わ
る
資
材
費

の
８
割
補
助
の
支
給
、
猟
友
会

に
よ
る
加
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
追

い
払
い
用
花
火
の
講
習
会
の
開

催
、
捕
獲
檻
の
貸
し
出
し
等
。

ま
た
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
に
よ
り
集
落
全
体
を

囲
う
大
規
模
な
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
を
整
備
し
、
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

問　

農
振
農
用
地
区
以
外
に
対

し
、
町
単
独
に
よ
る
防
止
柵
の

設
置
は
。

産
業
課
長　

単
独
の
鳥
獣
害
防
止

柵
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

町
の
有
害
獣
防
除
用
施
設
設
置

補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　

野
猿
被
害
に
対
す
る
囲
い
罠

の
増
設
計
画
は
。

産
業
課
長　

多
頭
捕
獲
用
囲
い
罠

を
試
験
的
に
設
置
し
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
。
今
後
、
計
画
的

に
購
入
し
、
旧
町
単
位
で
効
率

的
な
設
置
運
用
を
図
る
。

問　

各
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
内

容
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
な
い

か
。

総
務
課
長　

町
、
消
防
な
ど
の
公

助
が
遅
れ
る
こ
と
も
想
定
し
、

自
主
・
防
災
組
織
と
消
防
団
等

が
連
携
し
、
自
助
・
共
助
に
基

づ
く
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、

避
難
状
況
等
報
告
訓
練
、
初
期

消
火
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、

防
災
マ
ッ
プ
の
検
証
等
の
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。

問　

旧
町
を
単
位
と
し
た
総
合
的

な
防
災
訓
練
の
実
施
計
画
は
。

総
務
課
長　

地
域
の
実
情
に
応
じ

た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
総
合
的
な
防
災
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
、
消

防
本
部
、
警
察
署
な
ど
関
係
機

関
と
の
協
議
を
継
続
し
て
い
く

中
で
検
討
し
た
い
。

問　

高
齢
者
等
（
災
害
弱
者
）
を

含
め
た
訓
練
の
計
画
は
。

総
務
課
長　

各
自
主
防
災
組
織
が

実
施
す
る
訓
練
へ
参
加
し
、
避

難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
等
を

体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

特
に
要
介
護
３
以
上
の
災
害
時

要
支
援
者
に
つ
い
て
は
、
福
祉

保
健
課
か
ら
民
生
委
員
さ
ん
に

依
頼
を
し
、
公
表
の
承
諾
の
取

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
各
自
主

防
災
組
織
に
名
簿
を
公
表
し
、

防
災
訓
練
は
も
と
よ
り
日
ご
ろ

か
ら
声
掛
け
や
見
守
り
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問

計
画
に
基
づ
き
補
助
事
業
を
活
用

望月　悟良 議員

鳥
獣
被
害
の
対
策
は

答

一 般 質 問

総
合
的
な
防
災
訓
練

移動組立式囲い罠　幅3～4ｍ長さ6～7ｍ高さ2.4ｍ
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問　

荒
廃
農
地
に
つ
い
て
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

産
業
課
長　

中
山
間
整
備
な
ど
推

進
し
、
耕
作
放
棄
地
周
辺
整
備

に
つ
い
て
は
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
営

農
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
り
出

す
。

問　

百
歳
体
操
を
ヒ
ン
ト
に
、

二
百
歳
農
業
を
提
唱
し
た
い
。

70
歳
以
上
の
人
が
３
人
寄
れ
ば

２
０
０
歳
に
な
る
。
数
人
で
会

話
を
し
な
が
ら
作
業
を
す
れ

ば
、
地
域
の
荒
廃
農
地
の
削
減

と
同
時
に
相
互
の
健
康
づ
く

り
、
は
げ
み
に
も
な
る
。
行
政

で
計
画
す
る
考
え
は
な
い
か
。

産
業
課
長　

現
在
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
等
地
域
で
話
し
合
っ
て
進

め
る
農
業
施
策
も
あ
り
、
こ
の

活
用
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

問　

町
内
で
の
栽
培
農
産
物
の
種

類
は
。

産
業
課
長　

27
年
実
施
の
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
販
売
目
的

の
農
産
物
は
、
穀
類
で
米
・
小

麦
等
７
種
類
、
野
菜
類
が
16

種
類
、
果
樹
類
が
９
種
類
の
計

32
種
類
に
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ

ふ
じ
か
わ
に
聞
い
た
と
こ
ろ
農

作
物
全
体
で
約
20
種
類
を
取
り

扱
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

問　

竹
炭
組
合
で
エ
ゴ
マ
を
商
品

化
し
た
と
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
。
私
の
体
験
で
は
下
田
原
は

土
壌
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
合
っ
て

い
る
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
農

産
物
に
対
し
て
作
付
奨
励
金
を

出
せ
な
い
か
。

産
業
課
長　

主
要
施
策
と
し
て
あ

け
ぼ
の
大
豆
に
よ
る
町
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
今
の
と

こ
ろ
は
他
の
品
種
の
奨
励
金
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長　

今
は
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
六

次
産
業
化
に
全
町
で
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
検
討
は
進
め
て

い
く
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
六
次
産
業

化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

産
業
課
長　

旧
原
小
に
枝
豆
・
大

豆
選
別
室
・
枝
豆
加
工
室
・
大

豆
加
工
室
・
農
機
具
用
倉
庫
等

設
備
し
、
枝
豆
の
加
工
販
売
・

新
商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
に
お
い
て
は
振
興

協
議
会
の
商
品
開
発
事
業
と
し

て
大
豆
の
加
工
品
７
品
目
を
30

年
度
か
ら
販
売
予
定
で
あ
る
。

問　

電
気
柵
の
補
助
金
復
活
に
よ

り
、
大
豆
の
六
次
産
業
化
に
向

け
て
絶
対
量
の
確
保
に
も
つ
な

が
る
で
は
な
い
か
。

町
長　

今
後
、
被
害
状
況
に
つ
い

て
管
理
組
合
な
ど
の
意
見
を
聞

き
検
討
し
て
い
く
。

問　

中
学
校
校
舎
建
設
検
討
委
員

会
か
ら
答
申
が
示
さ
れ
た
と
思

う
が
、
町
の
中
央
付
近
に
建
設

を
す
る
方
向
に
つ
い
て
地
域
住

民
へ
の
理
解
は
示
さ
れ
て
い
る

か
。

教
育
長　

移
転
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
地
域
住
民
や
関
係
者

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
通
学

距
離
も
遠
く
な
り
い
ろ
い
ろ
な

対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

問　

新
校
舎
建
設
と
財
政
面
は
。

町
長　

第
二
次
身
延
町
総
合
計
画

に
掲
げ
た
学
び
の
人
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
総
合
的
な

判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問

答
地
域
で
話
し
合
っ
て
進
め
る
農
業
施
策
を
活
用
さ
れ
た
い

３
人
で
の『
二
百
歳
農
業
』の
推
進
は

川口　福三 議員

一 般 質 問

中
学
校
新
校
舎
建
設
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問　

本
町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
鰍

沢
営
業
所
に
お
い
て
あ
る
の
は

な
ぜ
か
。

学
校
教
育
課
長　

車
両
の
本
拠
地

と
し
て
陸
運
事
務
所
に
登
録

さ
れ
て
い
る
た
め
。
身
延
清

稜
小
、
下
山
小
、
身
延
中
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
う
ち
町
の
北
部

が
始
発
場
所
と
な
っ
て
い
る
５

路
線
５
台
の
車
両
が
山
交
タ
ウ

ン
コ
ー
チ
鰍
沢
営
業
所
を
車
庫

と
し
て
い
る
。
南
部
は
身
延
営

業
所
が
車
庫
と
な
っ
て
い
る
。

問　

朝
、
営
業
所
を
出
て
子
ど
も

達
を
学
校
で
降
ろ
し
営
業
所
に

バ
ス
で
帰
り
、
ま
た
子
ど
も
達

を
送
る
た
め
学
校
に
来
る
の
は

無
駄
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

保
護
者
、
児
童

生
徒
の
一
番
望
ん
で
い
る
安
全

と
安
心
を
最
優
先
で
運
行
計
画

を
考
え
た
。

問　

１
月
の
寒
い
朝
に
、
時
間
ど

お
り
来
な
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

子
ど
も
達
が
待
つ
事
が
あ
っ
た

と
聞
い
た
が
。

学
校
教
育
課
長　

前
を
走
行
中
の

自
動
車
が
路
面
凍
結
に
よ
る
事

故
で
動
け
な
く
な
り
、
子
ど
も

を
待
た
せ
て
し
ま
っ
た
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を
委
託
し
て

い
る
業
者
と
３
者
で
遅
延
の
原

因
の
検
証
と
今
後
の
対
応
を
話

し
合
っ
た
。

問　

み
の
ぶ
自
然
の
里
の
運
営
に

つ
い
て
は
多
く
の
町
民
が
心
配

を
し
て
い
る
。
国
の
補
助
金
が

な
く
な
り
赤
字
が
で
た
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
１
カ

月
あ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
赤
字

に
な
っ
た
ら
と
い
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
黒
字
に
す
る

自
信
を
持
っ
て
鋭
意
努
力
し
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

問　

他
の
町
村
で
は
買
い
物
弱
者

対
策
を
し
て
い
る
が
本
町
で

は
。

政
策
室
長　

現
在
運
行
し
て
い
る

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
国
交
省

の
補
助
を
受
け
て
い
る
買
い
物

弱
者
対
策
で
あ
る
。

問　

今
は
民
間
の
移
動
ス
ー
パ
ー

が
行
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
実
態

調
査
が
必
要
だ
。

政
策
室
長　

実
態
調
査
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
い
ろ
ん
な
面
か

ら
ど
う
い
う
方
た
ち
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
ら
い
い
の
か

模
索
し
て
い
き
た
い
。

問

保
護
者
等
が
望
ん
で
い
る
安
全
と
安
心
の
た
め

渡辺　文子 議員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
な
ぜ
鰍
沢
営
業
所
に
あ
る
の
か

答

一 般 質 問

買
い
物
弱
者
の
た
め
の

実
態
調
査
を

み
の
ぶ
自
然
の
里

3月21日のみのぶ自然の里オープニングイベント
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問　

２
月
10
日
付
の
サ
ン
ニ
チ
に

よ
る
と
東
京
の
合
板
製
造
メ
ー

カ
ー
の
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
が
、
下

山
の
工
業
団
地
に
工
場
進
出

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
概
要

は
。

政
策
室
長　

ユ
ニ
プ
レ
ス
㈱
の
工

場
が
あ
っ
た
約
２
万
坪
の
土
地

に
企
業
進
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
町
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
、
建
物
・
機
械
設
備
な
ど
の

経
費
助
成
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

こ
の
企
業
進
出
に
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
。
年
間
約
６
万
ト
ン
の
県
産

材
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
林
業
従
事
者
の
仕
事
も
増

え
る
し
、
40
人
の
新
規
雇
用
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
新

規
雇
用
に
は
身
延
町
民
を
優
先

し
て
も
ら
う
こ
と
を
申
し
出
て

い
る
か
。　

政
策
室
長　

企
業
側
に
は
そ
の
旨

の
申
し
出
を
し
て
あ
る
。
報
道

を
受
け
て
、
す
で
に
町
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
も
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

問　

峡
南
５
町
の
木
材
利
用
に
つ

い
て
は
。

政
策
室
長　

本
町
は
も
と
よ
り
峡

南
地
域
の
木
材
も
県
有
林
・
私

有
林
を
問
わ
ず
、
現
地
調
査
を

踏
ま
え
て
調
達
す
る
予
定
。

問　

２
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

が
、
２
月
の
売
上
金
額
は
。

観
光
課
長　

２
月
の
売
上
は
38

万
７
４
６
２
円
だ
っ
た
。

問　

経
費
は
ど
う
か
。
ペ
イ
し
て

い
る
の
か
。

観
光
課
長　

経
費
の
計
算
は
ま
だ

だ
が
、
予
約
状
況
か
ら
３
月
末

ま
で
の
売
上
予
想
は
多
少
前
後

す
る
が
約
１
６
７
万
円
で
計
画

を
53
万
円
上
回
る
。

問　

施
設
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
っ
て
い
る
か
。

観
光
課
長　

一
部
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
だ
が
、
全
体
で
は
な
い
の

で
、
現
在
は
、
付
添
い
の
介
助

に
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

申
し
出
に
よ
り
職
員
も
お
手
伝

い
す
る
。

問　

森
林
環
境
税
の
国
と
県
と
の

二
重
課
税
は
。

税
務
課
長　

県
は
24
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
国
は
36
年
度
に

創
設
さ
れ
る
が
、
そ
の
動
向
を

注
視
し
た
い
。

問

答

40
人
の
新
規
雇
用
は
地
元
優
先
で
申
し
出
て
い
る

㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
の
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
は

芦澤　健拓 議員

一 般 質 問

森
林
環
境
税

「
み
の
ぶ
自
然
の
里
」

㈱キーテック
●本　社　東京都江東区新木場
●資本金　2億6840万円
●業　種　木材加工（合板製造）
●工　場　千葉県木更津市
●親会社　JKホールディングス㈱
　下山の峡南地域中核工業団地の工場建設は
31年3月までに実施し、4月操業予定である。
　林業従事者の仕事が増えることと新規雇用
40人が見込まれる。

㈱キーテック進出予定地
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問　

町
の
自
然
災
害
に
対
す
る
組

織
の
形
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

総
務
課
長　

地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
第
１
・
第
２
・
第
３
配
備

の
３
段
階
の
基
準
に
よ
り
職
員

を
配
備
す
る
。
防
災
対
策
の
充

実
の
た
め
、
30
年
度
か
ら
交
通

防
災
課
を
設
置
す
る
。

問　

耐
震
診
断
の
必
要
が
あ
る
昭

和
55
年
以
前
の
建
物
に
対
し
、

積
極
的
に
耐
震
診
断
し
、
補
修

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
姿
勢
が

な
い
の
で
は
。

建
設
課
長　

耐
震
診
断
は
無
料
。

耐
震
診
断
を
し
た
家
の
耐
震
の

設
計
を
行
い
、
計
算
を
行
う

が
、
改
修
の
金
額
が
大
き
な
も

の
に
な
る
。
Ｐ
Ｒ
を
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
。

問　

総
合
戦
略
の
中
で
、
26
年

度
が
１
６
１
万
。
31
年
度
に

２
０
０
万
人
を
目
指
す
と
い
う

が
町
は
何
を
し
て
い
く
の
か
。

観
光
課
長　

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く

り
事
業
、
自
然
の
里
事
業
、
町

全
体
の
観
光
を
進
め
て
い
る
。

問　

し
だ
れ
桜
の
里
、
何
人
を
呼

ぶ
目
標
か
。

観
光
課
長　

身
延
山
久
遠
寺
境
内

に
あ
る
し
だ
れ
桜
と
、
ク
ラ
フ

ト
パ
ー
ク
内
に
植
栽
し
た
し
だ

れ
桜
を
連
携
さ
せ
た
い
。
20
万

人
か
ら
30
万
人
以
上
を
目
指

す
。

問　

集
客
人
数
に
対
す
る
交
通
対

策
も
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

門
内
地
区
の
観
光
に
対
す
る
連

携
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

観
光
課
長　

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く

り
と
連
携
し
た
交
通
対
策
、
駐

車
場
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

等
、
体
制
を
整
え
て
い
く
。

問　

観
光
の
振
興
を
図
る
と
あ
る

が
、
町
の
全
体
の
連
携
を
考
え

た
取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

観
光
課
長　

町
内
の
各
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
た
連
携
や
西
嶋
和

紙
、
下
部
温
泉
郷
な
ど
の
各

観
光
資
源
と
連
携
も
進
め
て
い

る
。

問　

自
伐
型
林
業
が
で
き
る
人
を

育
て
る
必
要
が
あ
る
。
山
に
対

す
る
考
え
方
、
技
術
を
学
び
、

お
金
に
な
る
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
。
検
討
し
て
い
く

考
え
が
あ
る
か
。

産
業
課
長　

町
独
自
で
講
習
会
、

研
修
会
は
考
え
て
い
な
い
。
す

で
に
各
種
講
習
会
・
研
修
会
を

実
施
し
て
い
る
「
山
梨
県
林
業

労
働
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問

防
災
対
策
充
実
の
た
め
交
通
防
災
課
を
設
置

田中　一泰 議員

町
の
自
然
災
害
に
対
す
る
組
織
は

答

一 般 質 問

総
合
戦
略

しだれ桜の里づくり事業地（クラフトパーク）
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問　

町
営
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
山
間
地
集
落
の
発
着
と
エ
リ

ア
追
加
は
可
能
か
。

政
策
室
長　

町
営
バ
ス
の
運
行
経

路
の
変
更
等
は
、
陸
運
局
・
地

域
公
共
交
通
会
議
の
協
議
が
必

要
で
、
山
間
地
集
落
へ
の
乗
り

入
れ
は
難
し
い
。

　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

は
、
委
託
業
者
と
運
行
経
路
を

確
認
す
る
中
で
山
間
地
へ
の
乗

り
入
れ
は
可
能
で
、
利
用
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
前
向
き
に
検

討
す
る
。

問　

町
と
し
て
移
動
ス
ー
パ
ー
業

者
に
巡
回
範
囲
の
拡
大
の
依
頼

は
で
き
る
か
。

政
策
室
長　

現
在
、
町
内
で
営
業

し
て
い
る
業
者
は
16
業
者
。
巡

回
エ
リ
ア
は
中
富
地
区
が
７
、

下
部
地
区
が
９
、
身
延
地
区
が

８
で
山
間
地
域
を
含
め
全
域
を

巡
回
し
て
い
る
。
業
者
の
協
力

を
得
て
業
者
の
一
覧
表
を
作
成

す
る
。

問　

有
害
鳥
獣
の
分
布
は
。

産
業
課
長　

環
境
省
の
調
査
に
よ

る
と
平
成
に
入
っ
て
か
ら
今
ま

で
シ
カ
は
10
倍
、
イ
ノ
シ
シ
は

約
３
倍
に
増
え
た
と
の
こ
と
。

本
町
で
も
確
実
に
増
加
し
て
い

る
。

問　

有
害
鳥
獣
の
被
害
額
は
。

産
業
課
長　

近
年
８
０
０
万
円
前

後
で
、
28
年
度
は
７
１
５
万
１

千
円
。
被
害
額
の
大
き
い
順
に

豆
類
、
野
菜
、
稲
、
果
実
と

な
っ
て
い
る
。
侵
入
防
止
柵
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は

増
加
傾
向
で
あ
る
。

問　

サ
ル
の
被
害
状
況
の
把
握
と

対
策
は
。

産
業
課
長　

現
在
、
区
長
さ
ん
を

対
象
に
サ
ル
の
出
没
状
況
等
の

調
査
を
実
施
し
集
計
中
。

　
　

29
年
度
、
サ
ル
の
多
頭
捕
獲

囲
い
罠
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ

た
。
こ
の
罠
の
特
徴
は
、
職
員

が
一
日
程
度
で
解
体
・
移
動
・

設
置
が
で
き
る
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
30
・
31
年
度
に
そ

れ
ぞ
れ
一
基
を
購
入
、
旧
町
単

位
で
効
率
的
に
設
置
運
営
を
考

え
て
い
る
。

問　

工
事
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

工
事
の
見
通
し
は
。

建
設
課
長　

六
郷
IC
か
ら
新
清
水

JC
間
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
難
航

し
て
い
る
。
六
郷
IC
～
下
部
温

泉
・
早
川
IC
間
は
30
年
度
、
下

部
温
泉
・
早
川
IC
～
南
部
IC
間

は
31
年
度
、
南
部
IC
～
新
清
水

JC
間
は
30
年
度
の
供
用
開
始
予

定
で
あ
る
。

問

答

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
検
討
す
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア
の
追
加
は

上田　孝二 議員

一 般 質 問

中
部
横
断
自
動
車
道

町
内
の
有
害
鳥
獣
対
策

中富インターチェンジを望む
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問　

富
士
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
林
地
開
発
の
内
容
は
。
ま

た
、
町
の
関
与
は
。

政
策
室
長　

山
梨
県
か
ら
許
可
さ

れ
た
ゴ
ル
フ
場
の
改
修
工
事
で

あ
る
。
町
は
県
か
ら
開
発
行
為

に
か
か
る
意
見
照
会
が
あ
っ
た

の
で
、
地
域
住
民
へ
の
安
全
性

や
同
意
を
得
る
旨
の
指
導
等
を

行
っ
た
。

問　

隣
接
地
区
の
住
民
が
了
承
し

た
の
を
、
町
は
把
握
し
て
い
る

か
。

政
策
室
長　

隣
接
す
る
手
打
沢

区
・
大
塩
区
・
西
嶋
区
の
同
意

を
得
た
報
告
は
受
け
て
い
る
。

問　

搬
入
期
間
と
、
１
日
の
搬
入

量
は
。
ま
た
事
故
防
止
の
た
め

の
安
全
対
策
は
。

政
策
室
長　

30
年
１
月
12
日
か
ら

４
年
間
。
計
画
で
は
約
57
万
立

方
メ
ー
ト
ル
で
、
１
日
当
た
り

約
７
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
。

　
　

搬
入
車
両
の
制
限
や
誘
導
員

に
よ
る
安
全
対
策
が
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　

29
年
４
月
か
ら
町
営
バ
ス
の

運
行
が
富
士
川
町
か
ら
身
延
駅

ま
で
延
長
さ
れ
た
が
、
利
用
者

の
声
は
。

政
策
室
長　

路
線
変
更
後
の
身
延

鰍
沢
線
は
30
年
１
月
ま
で
の
10

カ
月
で
１
万
４
６
１
０
人
の
利

用
者
が
あ
り
、
大
変
好
評
を
得

て
い
る
。

問　

車
両
の
台
数
は
何
台
か
。

財
政
課
長　

台
数
は
82
台
。

問　

リ
ー
ス
車
両
の
整
備
は
町
内

業
者
か
。

財
政
課
長　

整
備
は
全
て
町
内
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

駅
を
改
装
等
す
る
と
し
た
ら

誰
が
負
担
す
る
の
か
。

下
部
支
所
長　

町
が
借
用
す
る
た

め
、
改
装
等
を
行
う
場
合
は
、

町
が
費
用
負
担
す
る
こ
と
と
な

る
。
費
用
は
、
現
在
、
使
用

計
画
等
が
定
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
答
え
ら
れ
な
い
。

問　

28
年
度
に
保
護
者
負
担
が
約

半
分
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の

給
食
費
の
滞
納
者
の
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長　

公
費
負
担
を
す

る
前
の
27
年
度
末
に
は
３
世

帯
、
５
人
の
滞
納
。
公
費
負
担

後
28
年
度
末
に
は
、
１
世
帯
２

人
の
滞
納
。
29
年
度
は
、
２
月

末
日
現
在
で
滞
納
が
な
い
。

問　

現
在
、
県
内
で
給
食
無
料
化

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
早

川
町
、
丹
波
山
村
の
２
町
村
だ

が
他
に
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

市
川
三
郷
町

で
、
30
年
度
か
ら
小
学
生
ま
で

の
給
食
費
を
無
料
と
す
る
報
道

が
あ
っ
た
。

問

車
両
の
制
限
や
誘
導
員
に
よ
る
対
策

赤池　朗 議員

富
士
川
Ｃ
Ｃ
の
林
地
開
発
の
安
全
対
策
は

答

一 般 質 問

公
共
交
通
の
検
証

役
場
車
両
の
管
理

小
学
校
の
給
食
無
料
化

給食の様子

下
部
温
泉
駅
の
駅
員
配
置
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議員自主研修

●日　時　平成30年1月31日（水）　午前10時～
●場　所　身延町役場2階第1会議室
●講　師　山梨県町村議会議長会事務局長　花輪貞夫氏
●テーマ　議会基本条例について

[内　容]
　基本条例をつくることが出発点であり、他町の模倣
でなく自分の町に適合した条例であること。その為に
は、議員の意識改革が必要であり、議決責任を取るこ
とが求められる。
　県内では　市川三郷町、昭和町、富士河口湖町、忍
野村で制定されている。

議員選挙後の姉妹都市表敬訪問

●実施日　平成30年２月５日（月）・６日（火）
●場　所　千葉県鴨川市

［第１日］　①歓迎対面式　②歓迎交流会
●出席者　　鴨川市側　　　市長・副市長・教育長・副議長・議員14名　計18名
　　　　　　　　　　　　　職員４名　合計22名
　　　　　　身延町側　　　町長・議長・副議長・議員11名　計14名
　　　　　　　　　　　　　職員４名　合計18名

［第２日］　①認定こども園OURS　②誕生寺　③道の駅保田小学校
●参加者　身延町関係者及び鴨川市副市長ほか３名

[所　感]
　本町の議員改選に伴う鴨川市訪問は、市議会議員、
鴨川市長とも交流ができ、有意義な２日間であった。
　日蓮聖人ゆかりの誕生寺がある天津小湊町と修行の
地である旧身延町との姉妹都市関係が、平成の大合併
により、鴨川市と身延町という新たな関係が成立し、
今回の訪問で人間関係を作り上げた人も多数あると思
われる。
　認定こども園や道の駅の研修を生かして、今後の議
員活動や町の活性化につなげていくことが我々議員の
務めであり、研修費用を生かす道であると感じてい
る。

報告者　議会運営委員長　芦澤 健拓

鴨川市の議場にて

報告者　議会運営委員長　芦澤 健拓
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▼
議
案
第
４
号

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

 
総
務
課
関
係

問　

統
合
さ
れ
る
課
の
職
員
体

制
は
。

答　

交
通
防
災
課
は
政
策
室
の

交
通
行
政
担
当
と
総
務
課
の

交
通
防
災
担
当
を
合
わ
せ
、

課
長
以
下
６
人
体
制
を
考
え

て
い
る
。
環
境
上
下
水
道
課

の
総
数
は
減
員
の
予
定
。

▼
議
案
第
６
号

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

 

総
務
課
関
係

問　

改
正
の
内
容
は
。

答　

休
業
期
間
の
３
年
を
限
度

に
、
再
度
の
延
長
が
出
来
る

よ
う
に
す
る
も
の
。

▼
議
案
第
７
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

 

税
務
課
関
係

問　

今
回
は
税
額
が
下
が
っ
た

が
、
将
来
的
に
は
上
が
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答　

可
能
性
は
あ
る
が
、
状
況

を
判
断
し
、
国
保
運
営
協
議

会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

▼
議
案
第
８
号

企
業
立
地
促
進
産
業
集
積
区
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

 

税
務
課
関
係

問　

該
当
す
る
事
業
者
は
。

答　

下
山
の
工
業
団
地
に
進
出

す
る
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
が
該
当

す
る
。

▼
議
案
第
16
号

総
門
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の

指
定

 

総
務
課
関
係

問　

身
延
山
駐
車
場
と
総
門
駐

車
場
は
同
一
の
管
理
者
だ

が
、
分
け
て
指
定
す
る
理
由

は
。

答　

今
回
は
前
回
同
様
の
指
定

管
理
と
な
っ
た
。
次
回
の
指

定
管
理
か
ら
は
統
一
し
た
指

定
者
の
検
討
を
す
る
。

▼
議
案
第
45
号

身
延
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更

 

政
策
室
関
係

問　

生
誕
三
百
年
『
木
喰
展
』

開
催
事
業
は
、
事
業
が
終
了

し
た
ら
計
画
か
ら
削
除
さ
れ

る
の
か
。

答　

削
除
し
な
い
。

▼
議
案
第
46
号

町
道
静
川
大
須
成
曙
線
道
路
災

害
復
旧
工
事
請
負
契
約

 

建
設
課
関
係

問　

29
年
10
月
の
災
害
発
生
か

ら
議
案
提
出
ま
で
に
時
間
が

か
っ
た
理
由
は
。

答　

災
害
発
生
後
、
県
へ
報
告

を
し
、
県
で
は
県
内
全
て
の

災
害
を
取
り
ま
と
め
て
国
へ

報
告
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を

も
と
に
、
29
年
12
月
20
日
に

国
の
災
害
査
定
を
受
け
協
議

期
間
が
あ
り
今
回
の
提
出
と

な
っ
た
。

問　

完
成
が
30
年
12
月
14
日
と

９
カ
月
も
か
か
る
が
、
も
っ

と
早
く
出
来
な
い
か
。

答　

県
の
標
準
工
期
等
を
参
考

に
し
て
、
本
工
事
の
設
計
金

額
に
よ
り
工
期
を
決
定
し

た
。

問

答

環
境
上
下
水
道
課
の
総
数
は
減
員

組
織
変
更
さ
れ
る
課
の
職
員
体
制
は

委員長　上田　孝二

レ　ポ　ー　ト
総務産業建設常任委員会
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▼
議
案
第
１
号

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制

定

 

福
祉
保
健
課
関
係

問　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
意

義
は
。

答　

市
町
村
が
事
業
者
の
指

定
、
指
定
解
除
等
、
あ
る
い

は
実
地
指
導
や
監
査
等
を
行

う
上
で
基
準
と
な
る
も
の
。

問　

県
か
ら
町
へ
指
定
等
の
権

限
が
委
譲
さ
れ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
町
の
負
担
が
増
大
し

て
い
な
い
か
。

答　

地
域
主
権
改
革
の
流
れ
の

一
環
と
理
解
し
対
応
し
て
い

く
。

▼
議
案
第
２
号

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の

一
部
改
正

 

福
祉
保
健
課
関
係

問　

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
創
設

さ
れ
た
が
、
町
の
負
担
に
な

ら
な
い
か
。

答　

町
の
負
担
に
は
な
ら
な

い
。
高
齢
の
障
害
者
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
点
、
ま
た
、

介
護
人
材
の
有
効
利
用
の
点

か
ら
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

問　

共
生
型
と
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割

を
分
担
し
て
支
え
合
う
と
い

う
意
味
合
い
か
。

答　

こ
の
共
生
型
は
、
高
齢
者

と
障
害
児
者
の
共
生
を
意

味
す
る
も
の
で
、
区
別
な

く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

る
。

▼
議
案
第
３
号

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

 
福
祉
保
健
課
関
係

問　

保
険
料
増
額
要
因
の
一
つ

と
さ
れ
た
介
護
従
事
者
処
遇

改
善
は
、
説
明
の
よ
う
な
改

善
が
図
ら
れ
る
の
か
。

答　

改
善
が
ど
の
よ
う
に
実
現

さ
れ
る
の
か
、
国
か
ら
具
体

的
方
法
等
の
詳
細
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

問　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
を
導
入
し
た
い
と

の
こ
と
だ
が
、
事
業
者
の
見

込
は
あ
る
の
か
。

答　

公
募
の
上
、
事
業
者
を
決

定
す
る
。

問　

保
険
料
が
増
額
と
な
る
案

で
あ
る
が
、
高
齢
者
に
さ
ら

な
る
負
担
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答　

保
険
料
の
軽
減
の
た
め
、

基
金
３
６
０
０
万
円
を
取
り

崩
す
こ
と
と
し
た
が
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
に

は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し

た
。
引
き
続
き
介
護
予
防
に

も
力
を
入
れ
、
保
険
料
抑
制

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

▼
議
案
第
９
号

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正

 

町
民
課
関
係

問　

葬
祭
費
の
給
付
額
改
正
の

内
容
は
。

答　

給
付
額
３
万
円
が
５
万
円

に
増
額
さ
れ
た
。

▼
議
案
第
12
号

社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改

正

 

生
涯
学
習
課
関
係

問　

久
那
土
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
旧
久
那
土
中
学
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
管
理
は
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は

弓
道
場
施
設
も
あ
り
、
生
涯

学
習
課
で
管
理
を
行
っ
て
い

る
が
、
利
用
頻
度
も
少
な

く
、
山
梨
県
か
ら
河
川
占
用

許
可
を
受
け
て
い
る
状
況
か

ら
一
部
返
地
を
考
え
て
い

る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
普
通

財
産
と
し
て
財
政
課
で
管
理

し
て
い
る
。

常　任　委　員　会
教育厚生常任委員会 委員長　野島　俊博

久那土第2グラウンド
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【
現
地
調
査
】

◎
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

　

（
し
だ
れ
桜
の
里
事
業
）

◎
身
延
小
学
校

　

（
改
修
工
事
事
業
）

◎
木
喰
の
里
微
笑
館

　

（
生
誕
三
百
年
木
喰
展
開
催

事
業
）

▼
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

 

総
務
課
関
係

問　

耐
震
性
貯
水
槽
と
消
防
積

載
車
は
ど
こ
に
配
備
さ
れ
、

入
札
参
加
業
者
数
は
何
社

か
。

答　

耐
震
性
貯
水
槽
は
波
高
島

と
下
山
地
内
に
、
普
通
積
載

車
は
大
塩
と
清
子
に
、
軽
積

載
車
は
門
内
の
消
防
団
に
配

備
し
た
。
入
札
参
加
者
数
は

耐
震
性
貯
水
槽
が
６
社
、
普

通
積
載
車
が
７
社
、
軽
積
載

車
が
５
社
に
な
る
。

問　

町
内
の
消
防
水
利
の
充
足

率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

本
町
で
は
48
・
６
％
に
な

る
。

 

会
計
課
関
係

問　

基
金
を
債
券
運
用
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
果
実
運
用
型

と
は
ど
の
よ
う
な
基
金
か
。

ま
た
、
債
券
運
用
し
た
経

過
、
内
容
は
。

答　

果
実
運
用
型
基
金
と
は
、

元
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く

預
金
利
子
等
を
財
源
に
充
て

る
た
め
設
置
す
る
基
金
で
、

地
域
福
祉
基
金
が
こ
れ
に
当

た
る
。
12
月
に
地
方
公
共
団

体
金
融
機
構
債
の
10
年
債
を

１
億
円
、
１
月
に
同
じ
債
券

１
億
円
を
購
入
し
た
。
日
銀

の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ

り
金
融
機
関
の
定
期
預
金
の

利
率
が
低
率
で
あ
り
、
少
し

で
も
運
用
益
を
得
る
た
め
従

前
の
身
延
町
資
金
管
理
及
び

運
用
基
準
と
債
券
運
用
指
針

の
見
直
し
を
行
い
、
１
年
定

期
預
金
の
利
率
の
20
倍
以
上

の
利
率
の
債
券
を
購
入
す
る

こ
と
と
し
た
。

 

政
策
室
関
係

問　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
送

付
業
務
の
委
託
先
と
返
礼
品

は
。

答　

業
務
委
託
先
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
の
手
続
き
代
行
を

行
っ
て
い
る
レ
ッ
ド
ホ
ー
ス

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
に
委
託
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
取
扱
品
は
、
ゆ
ば
・

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
印

鑑
・
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
加
工

品
類
・
下
部
み
そ
・
本
栖
湖

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
体
験

券
・
宿
坊
宿
泊
券
な
ど
町
内

事
業
者
か
ら
申
込
み
の
あ
っ

た
品
で
あ
る
。
ま
た
、
商
工

会
を
通
じ
町
内
業
者
に
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
登
録
申

込
み
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問

答

町
内
事
業
者
か
ら
の
品
物
等
で
対
応

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は

委員長　河井　淳

常任委員会レポート
予算決算常任委員会

返礼品の一部（カヌー体験）



身延町議会だより17

 
福
祉
保
健
課
関
係

問　

福
祉
保
健
課
へ
の
指
定
寄

付
金
１
３
９
万
５
千
円
は
、

何
に
使
わ
れ
る
の
か
。

答　

歳
出
予
算
の
財
源
を
補
正

し
、
高
齢
者
福
祉
費
、
障
害

福
祉
費
に
各
34
万
円
、
保
健

総
務
費
に
３
万
５
千
円
、
予

防
費
に
68
万
円
を
充
当
す
る

こ
と
と
し
た
。

▼
30
年
度
一
般
会
計
予
算

 

総
務
課
関
係

問　

臨
時
職
員
の
賃
金
に
は
昇

給
が
あ
る
の
か
。
ま
た
現
在

の
人
数
は
。

答　

基
本
的
に
な
い
が
、
臨
時

職
員
の
職
に
応
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
正
規
職
員
の
号
給
と
リ

ン
ク
し
て
い
る
た
め
、
人
勧

等
に
よ
っ
て
給
料
表
の
改
定

が
行
わ
れ
れ
ば
賃
金
の
額
は

変
動
す
る
。
現
在
の
臨
時
職

員
数
は
１
６
８
人
。

 

財
政
課
関
係

問　

算
定
替
え
は
27
年
度
か
ら

５
年
間
で
、
毎
年
１
億
円
く

ら
い
減
る
だ
ろ
う
と
聞
い
て

い
た
が
、
29
年
度
に
比
べ

４
８
０
０
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
る
根
拠
は
。

答　

算
定
替
え
よ
り
当
初
は

10
億
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
激
減
緩
和
措
置
に

よ
り
７
億
円
程
度
に
な
る
見

込
み
。
算
定
に
は
人
口
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
数
値
も
加
味
さ

れ
、
あ
く
ま
で
も
町
で
考
え

る
推
定
値
と
し
て
計
上
し
て

い
る
。

 
産
業
課
関
係

問　

農
業
振
興
に
よ
る
６
次
産

業
化
事
業
身
延
町
あ
け
ぼ
の

大
豆
振
興
協
議
会
補
助
金
に

つ
い
て
、
財
源
の
内
訳
、
事

業
の
内
容
と
協
議
会
が
作
付

け
を
行
っ
て
い
る
ほ
場
は
。

答　

１
６
６
５
万
円
の
内
２
分

の
１
に
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
充
当
す
る
。
事
業
の
内

訳
に
つ
い
て
は
、
種
子
ほ
場

研
究
事
業
、
栽
培
技
術
向

上
研
修
事
業
、
大
豆
・
枝
豆

成
分
分
析
事
業
、
生
産
量
・

収
量
・
品
質
向
上
事
業
、
先

進
地
視
察
研
修
事
業
、
産
地

フ
ェ
ア
枝
豆
収
穫
体
験
事

業
、
Ｐ
Ｒ
事
業
、
商
品
開
発

事
業
、
販
路
拡
大
事
業
、
加

工
施
設
整
備
事
業
、
備
品
購

入
事
業
で
あ
る
。
協
議
会
は

矢
細
工
地
内
の
試
験
ほ
場
に

て
作
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

 

福
祉
保
健
課
関
係

問　

産
婦
健
康
診
査
の
実
施
時

期
は
。

答　

町
が
公
費
助
成
す
る
産
婦

健
診
は
、
お
お
む
ね
産
後
２

週
間
と
１
箇
月
の
頃
、
２
回

を
限
度
と
す
る
も
の
。

 

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

相
互
利
用
で
、
全
県
下
の
病

児
・
病
後
児
施
設
が
利
用
で

き
る
の
は
よ
い
が
、
利
用
料

は
。

答　

30
年
度
開
始
時
は
、
全
市

町
村
の
料
金
統
一
は
無
理
だ

が
、
本
町
を
含
め
約
８
割
の

市
町
村
が
、
町
内
者
２
千

円
、
町
外
者
２
５
０
０
円
、

非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
と
い
う
こ
と
で
実

施
し
て
い
く
予
定
。
今
後
、

検
討
を
行
い
２
・
３
年
後
に

は
料
金
の
統
一
を
し
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

 

身
延
支
所
関
係

問　

高
齢
者
保
養
施
設
の
共
通

回
数
券
の
利
用
年
齢
を
、
75

歳
以
上
と
し
た
理
由
は
。

答　

町
長
の
行
政
報
告
の
中
に

も
あ
る
が
、
後
期
高
齢
の
時

期
は
、
医
療
や
介
護
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
言
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
年
齢
を
75
歳
以
上
と

し
た
。

 

観
光
課
関
係

問　

み
の
ぶ
自
然
の
里
ス
タ
ッ

フ
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
経
験
者

が
い
な
い
と
思
う
が
、
接
客

教
育
を
し
て
い
く
必
要
は
。

答　

実
際
に
長
野
県
で
旅
館
を

経
営
を
し
て
い
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
に
よ
る
接
客

等
、
経
営
に
関
す
る
研
修
も

実
施
し
て
い
る
。
お
客
様
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分

析
し
、
共
有
し
な
が
ら
改
善

等
対
応
し
て
い
く
。

 

生
涯
学
習
課
関
係

問　

木
喰
展
収
支
計
画
書
に

は
、
入
館
者
５
０
０
０
人
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
算
出
根

拠
は
。

答　

過
去
の
な
か
と
み
現
代
工

芸
美
術
館
の
展
覧
会
で
の
実

績
を
み
る
と
、
棟
方
志
功
展

の
際
に
38
日
間
で
２
２
０
０

人
程
の
入
館
が
あ
っ
た
の

で
、
今
回
85
日
間
で
あ
れ
ば

５
０
０
０
人
は
最
低
ラ
イ
ン

と
捉
え
て
い
る
。

 

学
校
教
育
課
関
係

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
教
育

効
果
は
。

答　

中
学
校
は
28
年
度
に
導
入

し
て
２
年
目
と
な
り
授
業
で

活
用
し
て
い
る
。
小
学
校

は
、
29
年
度
に
高
学
年
に
導

入
し
た
。
何
度
か
学
校
訪
問

し
た
と
こ
ろ
教
育
効
果
は
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

タブレットを活用した授業風景
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広
島
議
員　

水
道
課
と
環
境
下

水
道
課
を
統
合
し
て
環
境
上

下
水
道
課
と
課
名
を
決
定
し

た
経
過
は
。

総
務
課
長　

法
令
審
査
委
員
会

等
を
経
て
上
程
し
た
。

川
口
議
員　

環
境
上
下
水
道
課

の
配
置
は
。

総
務
課
長　

水
道
課
と
環
境
下

水
道
課
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
。
環
境
下
水
道
課
が
広

い
の
で
そ
ち
ら
に
移
る
の
で

は
な
い
か
。
担
当
課
と
協
議

し
決
め
る
。

望
月
議
員　

隣
の
町
で
指
定

管
理
者
撤
退
と
い
う
報
道
が

あ
っ
た
が
、
町
で
は
経
営
状

況
を
示
す
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
・
貸
借
対
照
表
な
ど
考
慮

し
て
指
定
を
行
っ
て
い
る

か
。

総
務
課
長　

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き

等
に
関
す
る
施
行
規
則
に
よ

り
、
申
請
さ
れ
た
場
合
、
経

理
書
類
等
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
き
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
等
を
開

催
し
、
内
容
を
精
査
し
答
申

を
し
て
い
る
。

伊
藤
（
達
）
議
員　

指
定
管
理

者
の
指
定
に
際
し
て
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
提
出
を
求
め
る
書
類

等
は
。

総
務
課
長　

規
則
に
よ
る
と
、

申
請
書
、
定
款
、
登
記
事
項

証
明
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
書
類
、
施
設
の
事
業
計

画
書
、
収
支
計
画
書
、
団
体

の
経
営
状
況
を
証
明
す
る
書

類
等
が
あ
る
。

芦
澤
議
員　

議
案
第
４
号
で

組
織
改
正
が
行
わ
れ
る
が
こ

の
改
正
に
伴
っ
て
い
ろ
ん
な

変
更
が
出
る
と
思
う
が
補
正

予
算
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
給
与
費
明
細

書
の
中
で
特
別
職
の
合
計
が

１
７
７
３
万
７
千
円
の
増
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
。

総
務
課
長　

６
月
の
第
２
回
定

例
会
で
、
補
正
を
お
願
い
し

た
い
。
給
与
費
明
細
書
の
特

別
職
の
増
の
理
由
は
、
そ
の

他
特
別
職
が
３
９
６
名
増
え

て
、
５
７
７
万
６
千
円
。
各

種
委
員
報
酬
を
30
年
度
か
ら

計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。
付

属
機
関
等
の
委
員
な
ど
へ
の

支
払
い
も
報
償
費
が
望
ま
し

い
と
い
う
こ
と
で
こ
ち
ら
に

計
上
し
た
。

芦
澤
議
員　

行
政
組
織
条
例
の

改
正
が
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
が
、
各
課
の
変
更
は

予
算
を
準
用
す
る
と
い
う
理

解
で
よ
い
か
。
６
月
定
例
会

で
な
く
、
も
っ
と
早
く
対
応

す
る
必
要
は
な
い
か
。
そ
の

他
特
別
職
の
人
数
が
だ
い
ぶ

増
え
て
い
る
が
報
償
を
報
酬

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
え

た
の
か
。

総
務
課
長　

４
月
１
日
か
ら

補
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
間

は
、
当
初
予
算
で
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
課
で
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
昨
年

ま
で
報
償
費
で
計
上
し
た
も

の
を
報
酬
で
計
上
し
た
か
ら

増
え
た
。

本 会 議 質疑応答
議
案
第
4
号
　
行
政
組
織
条

例
の
一
部
改
正

議
案
第
13
号　

本
栖
湖
い
こ

い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定

議
案
第
24
号
　
30
年
度
一
般

会
計
予
算

本栖湖いこいの森キャンプ場

環境上下水道課事務所外観
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本 会 議 討　論
▼
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

反
対　

渡
辺
議
員

　
　

高
齢
者
の
貧
困
が
深
刻
化

す
る
中
、
65
歳
以
上
の
第
１

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
は
反
対
。

賛
成　

広
島
議
員

　
　

介
護
報
酬
の
改
定
、
介
護

従
事
者
処
遇
改
善
、
第
１
号

保
険
者
の
負
担
割
合
の
見
直

し
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
導
入
等
が
保

険
料
の
増
額
要
因
だ
が
、
こ

れ
ら
に
基
づ
い
て
の
保
険
料

増
額
、
こ
の
増
額
を
抑
え
る

た
め
に
は
保
険
給
付
の
軽
減

が
最
重
要
で
あ
る
。

　
　

今
ま
で
以
上
に
介
護
予
防

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、

保
険
給
付
額
の
減
額
に
努
め

る
こ
と
を
お
願
い
し
賛
成
。

反
対　

芦
澤
議
員

　
　

少
な
い
年
金
か
ら
保
険
料

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
生
活
困
難
な
高
齢
者
に
こ

れ
以
上
、
重
い
負
担
を
強
い

る
こ
の
介
護
保
険
条
例
の
改

正
に
は
反
対
。

▼
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

反
対　

芦
澤
議
員

　
　

条
例
は
30
年
4
月
１
日
か

ら
施
行
す
る
と
あ
る
が
、
人

事
異
動
で
人
件
費
な
ど
予
算

の
大
き
な
組
み
替
え
が
必
要

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
改
正

は
も
っ
と
早
い
時
点
で
議
会

に
提
案
し
、
議
論
を
深
め
た

上
で
30
年
度
予
算
を
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。
本
日
の
採

決
を
受
け
た
後
で
人
事
異
動

を
行
い
、
新
た
な
予
算
を
組

み
直
す
こ
と
が
正
し
い
と
考

え
ら
れ
な
い
の
で
反
対
。

賛
成　

川
口
議
員

　
　

機
構
改
革
は
平
成
の
大
前

提
で
あ
る
。
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
経
費
の
削

減
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
賛
成
。

反
対　

広
島
議
員

　
　

組
織
の
見
直
し
に
は
賛
成

だ
が
、
環
境
上
下
水
道
課
に

つ
い
て
は
町
民
が
わ
か
り
や

す
い
、
簡
単
明
瞭
な
課
の
名

称
の
方
が
よ
い
の
で
反
対
。

▼
30
年
度
一
般
会
計
予
算

反
対　

渡
辺
議
員

　
　

児
童
生
徒
の
通
学
で
、

１
億
５
２
８
３
万
８
千
円
の

経
費
が
か
か
る
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
20
台
、
タ
ク
シ
ー
３

台
。
今
ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
て
く
れ
た
臨
時
職

員
や
町
内
の
業
者
は
安
全
に

送
迎
を
し
て
く
れ
子
供
達

は
、
こ
う
い
う
地
域
の
方
か

ら
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
教
育
委
員
会
は
、
白

ナ
ン
バ
ー
か
ら
よ
り
安
全
な

緑
ナ
ン
バ
ー
に
変
え
た
と
い

う
説
明
だ
が
、
本
当
に
こ
の

予
算
が
教
育
委
員
会
の
言
う

町
民
の
た
め
、
子
供
の
た
め

の
予
算
な
の
か
理
解
で
き
な

い
の
で
反
対
。

賛
成　

望
月
議
員

　
　

送
迎
バ
ス
は
、
保
護
者
等

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
安
全

な
方
法
を
取
る
に
は
や
は
り

緑
ナ
ン
バ
ー
が
良
い
と
い
う

こ
と
な
の
で
賛
成
。

反
対　

芦
澤
議
員

　
　

毎
年
１
億
５
０
０
０
万
円

近
い
費
用
が
通
学
に
使
わ
れ

て
い
る
が
、
も
っ
と
有
効
に

つ
か
う
べ
き
だ
。
町
民
に
負

担
を
押
し
付
け
る
の
は
得
策

で
は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
身
延
線
を
通
学

に
活
用
も
考
え
る
べ
き
で
反

対
。

▼
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

反
対　

渡
辺
議
員

　
　

議
案
第
３
号
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
の
で
反
対
。

賛
成　

広
島
議
員

　
　

議
案
第
３
号
に
基
づ
く
予

算
計
上
な
の
で
賛
成
。

議
案
第
3
号

議
案
第
24
号

議
案
第
27
号

議
案
第
4
号
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議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●条例の一部を改正する条例 ●
議
長
は
裁
決
に
参
加
し
な
い

議案第3号 身延町介護保険条例の一部を改正する条例につい
て

平成30年度から32年度まで3年間の第7期介護保険事
業計画中の第1号被保険者に係る保険料を定めるため
の改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

議案第4号 身延町行政組織条例の一部を改正する条例につい
て

防災体制の強化及びより効果的な住民サービスの向
上を推進するための改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

●当初予算

議案第24号 平成30年度身延町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

議案第27号 平成30年度身延町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

●その他

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ
とについて 異議なしのため適任と意見を付すことに決定

●追加議案　　　平成30年第１回身延町議会定例会追加提出議案

議案第46号 町道静川大須成曙線道路災害復旧工事請負契約に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第1号 身延町教育委員会教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

発委第1号 身延町議会委員会条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第4号に基づく改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員賛成にて可決・同意されたもの（※追加議案は除く）
・議案第1号	 身延町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について
・議案第2号	 身延町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部
	 を改正する条例について
・議案第5号	 身延町個人情報保護条例等の一部を改正する条例について
・議案第6号	 身延町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例について
・議案第7号	 身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
・議案第8号	 身延町企業立地促進産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する
	 条例について
・議案第9号	 身延町国民健康保険条例の一部を改正する条例について
・議案第10号	 身延町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
・議案第11号	 身延町公共物管理条例及び身延町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について
・議案第12号	 身延町社会体育施設条例の一部を改正する条例について
・議案第13号から16号までの各指定管理者の指定について
	 （本栖湖いこいの森キャンプ場・身延駅前しょうにん通り駐車場・身延山駐車場・総門駐車場）
・議案第17号	 峡南広域行政組合規約の変更について
・議案第18号	 平成29年度身延町一般会計補正予算（第8号）
・議案第19号から23号までの各平成29年度特別会計補正予算
・議案第25号から44号までの各平成30年度特別会計予算
・議案第45号	 身延町過疎地域自立促進計画の変更について
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●視察研修
　●参加者　　芦澤健拓　広島法明
　●日　時　　平成30年２月１・２日（木・金）
　●研修先　　群馬県；吾妻広域町村圏振興整備組合　吾妻養護老人ホーム

●議員全員協議会
　●日　時　　平成30年２月27日（火）
　　◆定例会提出議案の概要説明

●定　例　会
　●日　時　　平成30年３月26日（月）
　　◆平成29年度一般会計補正予算
　　◆平成29年度特別会計補正予算
　　◆平成30年度一般会計予算
　　◆平成30年度特別会計予算

峡南広域行政組合議会　
報告者　広島法明

報告者　田中一泰

後期高齢者医療広域連合議会

●定　例　会
　●日　時　　平成30年２月21日（水）
　　◆29年度一般会計補正予算
　　◆29年度特別会計補正予算
　　◆30年度一般会計予算
　　◆30年度特別会計予算

●定　例　会
　●日　時　　平成30年3月23日（金）
　　◆29年度一般会計補正予算
　　◆30年度一般会計予算
　　※4月から南部町が合併するのに伴う議員の紹介

峡南衛生組合議会

●定　例　会
　●日　時　　平成30年3月28日（水）
　　◆29年度一般会計補正予算
　　◆30年度一般会計予算

飯富病院議会

報告者　河井　淳

報告者　渡辺文子

研修風景（吾妻養護老人ホーム）
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●
30
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

総
額
83
億
１
０
７
０
万
円

で
対
前
年
度
比
０
・
４
％
の

増
で
、
主
な
事
業
は
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
事
業
の
充
実
を
図

る
た
め
バ
ス
運
行
対
策
費
に

９
０
２
９
万
１
千
円
、
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
」
と
し
て
子
育
て
支
援
・

定
住
促
進
・
産
業
振
興
に
よ

る
６
次
産
業
化
・
観
光
資
源

の
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
経
費
と
し
て

２
億
９
７
３
４
万
５
千
円
を
計

上
し
た
。

●
工
業
団
地
へ
企
業
進
出

　
　

下
山
の
工
業
団
地
へ
Ｊ
Ｋ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の
連
結

子
会
社
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
が
生
産

の
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
た
。
合
板
製
造
を
手
掛

け
る
日
本
で
も
優
良
な
企
業
で

あ
り
、
地
元
雇
用
の
創
出
や
経

済
効
果
な
ど
に
よ
り
活
性
化
が

図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

●
役
場
組
織
の
見
直
し

　
　

町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
新
た

な
事
業
展
開
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
組
織
機
構
の
見
直
し
と

し
て
、
防
災
と
交
通
に
特
化
し

た
「
交
通
防
災
課
」
の
新
設
、

環
境
下
水
道
課
と
水
道
課
を
統

合
し
て
「
環
境
上
下
水
道
課
」

に
、
政
策
室
を
「
企
画
政
策

課
」
に
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

●
町
営
温
泉
無
料
回
数
券
交
付

　
　

高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
健

康
の
維
持
と
介
護
予
防
に
資
す

る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

後
期
高
齢
者
に
対
し
、
町
営
温

泉
施
設
の
無
料
利
用
券
10
枚
綴

り
の
回
数
券
を
年
一
回
交
付
す

る
事
業
を
創
設
す
る
。

●
学
校
給
食
費
の
全
額
補
助

　
　

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
し
、
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
町
内
の
小
中
学
校

の
給
食
費
負
担
金
を
全
額
補
助

す
る
こ
と
と
し
て
、
他
の
教
育

支
援
策
等
も
含
め
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
子
育
て
支
援
施
策
を

展
開
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い

る
。

●
結
び
に

　
　

町
づ
く
り
は
、
行
政
と
町
民

の
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
と

責
任
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
、
「
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
、
育
っ
て
よ
か
っ

た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

・
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

・
国
の
予
算
と
財
政
状
況

・
29
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
補
正
予
算

・
み
の
ぶ
自
然
の
里
オ
ー
プ
ン

・
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
改
修

・
し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事
業

・
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

・
小
学
校
統
合
の
諸
行
事

・
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

・
生
誕
三
百
年
「
木
喰
展
」
の
開

催

町長施政方針
望
月
幹
也 

町
長

下
山
の
工
業
団
地
へ
、優
良
企
業
の
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
が
進
出

　
　

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る



身延町議会だより23

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
の
通
学
支
援
は

　
　

全
４
校
で
18
路
線
、
バ
ス
20
台
・
タ
ク
シ
ー
３
台

●
学
校
教
育
基
本
方
針

　
　

児
童
生
徒
が
、
知
・
徳
・
体

の
調
和
が
と
れ
た
成
長
と
、
社

会
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き

る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
学

校
教
育
の
環
境
・
内
容
の
充
実

や
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
と
健

康
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
推
進

す
る
。

●
新
た
な
身
延
小
の
開
校

　
　

身
延
小
と
大
河
内
小
が
統
合

し
４
月
か
ら
新
し
い
身
延
小
学

校
と
し
て
歩
み
始
め
る
の
で
、

通
学
支
援
、
施
設
改
修
な
ど
万

全
な
準
備
を
進
め
る
。

●
各
学
校
の
通
学
支
援

　
　

身
延
中
は
５
路
線
で
バ
ス
10

台
、
身
延
清
稜
小
は
３
路
線
で

バ
ス
２
台
と
タ
ク
シ
ー
１
台
、

下
山
小
は
５
路
線
で
バ
ス
４
台

と
タ
ク
シ
ー
１
台
、
新
た
な
身

延
小
は
５
路
線
で
バ
ス
４
台
と

タ
ク
シ
ー
１
台
で
の
運
行
を
予

定
し
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
安

全
を
第
一
に
考
え
た
運
行
に
引

き
続
き
努
め
る
。

●
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　
　

身
延
高
校
と
身
延
中
・
南
部

中
と
の
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

に
つ
い
て
は
、
３
校
に
よ
る
正

式
導
入
に
向
け
、
30
年
度
に

「
協
定
書
」
を
締
結
し
、
31
年

度
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
準
備

を
進
め
る
。

●
学
び
の
向
学
館

　
　

教
員
О
Ｂ
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
現
在
に
お
け
る
『
寺
小

屋
』
と
も
言
え
る
学
習
支
援
活

動
と
し
て
、
夏
・
冬
休
み
や
土

曜
日
に
町
内
４
会
場
で
実
施
し

て
い
く
。
ま
た
、
夏
休
み
の
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
は

「
み
の
ぶ
自
然
の
里
」
で
行
う

予
定
。

●
保
護
者
負
担
の
軽
減

　
　

学
校
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、

　

①
学
校
給
食
費
の
全
額
補
助

　

②
入
学
支
度
金
の
交
付

　
　

小
学
校
入
学
時
に
３
万
円

　
　

中
学
校
入
学
時
に
５
万
円

　

③
補
助
教
材
へ
の
公
的
負
担

　

④
校
外
活
動
費
へ
の
補
助
等

●
生
涯
学
習
基
本
方
針

　
　

生
涯
に
わ
た
り
学
習
し
て
い

く
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
学
習
活
動
の
支
援
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
文
化
芸
術

の
振
興
と
文
化
財
の
保
護
、
青

少
年
健
全
育
成
を
推
進
す
る
。

●
木
喰
展
の
開
催

　
　

30
年
７
月
14
日
か
ら
10
月
21

日
の
予
定
で
な
か
と
み
現
代
工

芸
美
術
館
開
館
20
周
年
事
業
と

し
て
、
木
喰
上
人
生
誕
３
０
０

年
に
あ
た
り
、
展
覧
会
を
開
催

し
、
木
喰
上
人
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
し
、
全
国
に
誇
れ
る

価
値
あ
る
資
産
と
し
て
後
世
に

継
承
す
る
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

・
町
単
独
教
職
員
の
配
置

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置

・
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置

・
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

・
学
校
施
設
、
設
備
の
改
修

・
学
校
給
食
の
充
実

・
教
員
の
多
忙
化
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み

・「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
施
策

・
生
涯
学
習
の
推
進

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
文
化
芸
術
の
振
興
と
文
化
財
の

保
護

・
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

教育長教育方針
鈴
木
高
吉 

教
育
長



★追跡（P5）
・ゆばの里、防災訓練のそれぞれの
質問、２年も経過しているのにいま
だ検討中との事、実現可能なのか
不可能なのか早期に解決すべきだ
と思います。又、以前からの追跡で
解決、実現できた事案はあるのか、
ないのか記載してほしいと思いま
す。

★表紙について（P1）
・新成人の皆様おめでとうご
ざいます。お二人の真剣な
姿に、これから成人としての
責任と期待を秘めた眼差し
に感動しました。残念なの
は式場全体の写真も載せて
ほしかったです。

★町政全般についての
意見、要望等

・新人議員さんにおかれては遠慮すること
なく、充分にご活躍下さいますよう期待
致します。何事につけてもＰＤＣＡは素速
い事がよい。職員共々の志気盛んなるこ
とを願います。
・各区の要望の中で、継続件数が４７８件
とありましたが、１０年以上継続されてい
る事項なんかは精査する必要があるので
は無いでしょうか。皆さん高齢になってし
まって間に合いませんよ。

★組合議会報告（P12～13）
・一部のみでなく、全議会の内容につ
いて掲載してほしい。

★質疑応答（P6～7）
・観光課の職員を増員したとの事
ですが、新規採用なのか、他の
課からの移動なのか、いずれ厳
しい財政事情の中、町民に負担
のかからないようにしてほしいと
思います。
・観光課予算と身延清稜小学校の
予算は町民の一人として、首を
かしげたくなるような、納得がい
きません。

モニター通信
（議会だより№52の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆
様の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。
★一般質問（P2～4）

・２０２５年問題の生活基盤弱
体は誰も危惧できます。そ
の解決策を披露して欲しい
です。みのぶ自然の里がオ
ープンされたとあるが、町
民がどれだけ事業内容を理
解しているのか、又、活用で
きるのか？ともかく成功させ
たいですね。
・各区から多くの要望が出さ
れているが、年間の実施状
況や予算なども教えてほし
い。

★町長あいさつ（P14）
・曙大豆の品質管理を徹底
され、ブランド化を図って欲
しいです。木喰展に期待し
てますが、小さな仏像彫り
の体験でも出来たら見学者
の印象も強くなりませんか。
又、小中学生も一人一体彫
り体験も木喰さんへの理解
も深まると考えます。
・町長のおっしゃるとおり、各
区の要望事項をスピード感
を持って進めて頂きたいと
思います。

★常任委員会レポート
（P8～9）

・防犯カメラ設置について、最近事
件や事故においておおいに有効
活用されていますが、身延町にお
いてはまだまだ少ないように思わ
れます。幹線道路や住宅密集地
などの場所には必要ではないか
と思います。
・木喰展について、丸畑の微笑館
はアクセス道路等が悪いので、た
くさんの皆さんに幅広く知っても
らうために「なかとみ現代工芸美
術館」の常設展にしてはどうでし
ょうか。

★おじゃまします（P16）
★モニター通信（P15） ・有償のお手伝いは、利用者の心

の負担にならないのでとても良
い方法だと思います。人の為、地
域の為、自分の為ですね。心から
応援します。
・作業の内容によっては若い人の
協力が必要ですね。年配者には
気力、体力で得意の分野で頑張
っていただきたいと思います。

・色々な角度からモニターさんも町政
をみられていて、それぞれの意見を
伺えて面白いと思いましたし、これ
を広報誌に反映されて頂きたいと
思います。
・毎回いいご意見が出ています。一
町民としてのご意見でもありますの
で、行政に生かしていただきたい。

〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350
URL:http//www.town.minobu.lg.jp/議会だより みのぶ№54 TEL 0556-42-2111（代表）

FAX 0556-42-2127
◇発行責任者：議長　柿島 良行

★議案に対する賛否（P10～11）
・めずらしく全員賛成だった。

●５月12日（土）午後７時３０分
			   中富地区公民館　西嶋分館
●５月19日（土）午後７時３０分
			   下部地区公民館　古関分館
●５月２6日（土）午後７時３０分
			   身延地区公民館　下山分館
※詳しくは、回覧等でお知らせします。

町民と議員との懇談会決定


